2015/2/26　様式作成

熊本大学発生医学研究所　論文発表届
　　　　
研究室：　　　　　　　　　分野　担当者：　　　　　　　　　　　役職：　　　　　　　
メールアドレス：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内線：　　　　　　　　 
オンラインジャーナルも含めて、著者として関与した科学論文（原著論文、総説）は、掲載受理後、出版されるまでに下記の該当事項に回答およびチェックボックスにチェックした後、両面印刷してリエゾンラボ研究推進室に提出すること。回答者は、原則として責任著者が発生研職員の場合は責任著者とする。所外研究者との共同研究として特定のデータを提供した場合は、そのデータを提供した者とし、提供したデータに関して回答する。また、筆頭著者・責任著者が共に発生研所属の場合は、両名を回答者とする。なお、図表の適切な処理方法は、Rossner and Yamada, J. Cell Biol. 166:11–15, 2004に準拠するのが望ましい。
1. 論文情報
タイトル： 
全著者：
雑誌名：
掲載受理日：
巻、号、ページ、DOI（わかる範囲で）： 

発表種別：原著論文　総説　その他（　　　　　　）
発表言語：日本語　英語　その他（　　　　　　）
2. 発生研ウェブサイトのトピックスへの掲載を（希望する/希望しない）。
3. 記者発表（プレスリリース）を（希望する/希望しない）。
4. EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(チェック),□)（責任著者の場合）論文中の全てのデータについて、その生データを１カ所にまとめて保管している。　保管場所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
（ファイルサイズが膨大な次世代シークエンスデータなどは、公共データベースにディポジットしている旨等記載。）
5. EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(チェック),□)論文に記載された実験・データ解析を裏付ける実験ノートが存在し、実験経過は正しく論文に記載されている。 
6. EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(チェック),□)iThenticateによるテキストのチェックをした。
7. 論文中の図・表について、

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(チェック),□)画像・表は論文に記載した通りのものであるか確認した。

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(チェック),□)画像の再利用はしていない。同論文、あるいは過去の論文で同じ画像を使用、あるいは同じ画像をもとに加工で作られた２つの画像を掲載していない。
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(チェック),□)適切にコントロールを入れて実験データを取得した。
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(チェック),□)画像の一部を消したり、画像に何かを加えたりしていない。
（顕微鏡画像中のスケールバーなどの余分な画像を塗りつぶすことや、画像を回転させた際に生じた隙間を黒色で埋める等のパネル内のデータを操作することは不正行為となりうる。）
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(チェック),□)複数の電気泳動写真や顕微鏡画像などを集めて一つのパネルを作った場合には、それぞれの境界を明示した。
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(チェック),□)異なった条件の実験画像をあたかも同一条件下の実験であるかのような配置で提示していない。
（たとえば別の日に行った複数の電気泳動の写真を一つのパネルにする、別個の実験の画像をネガティブコントロールにする、画像の一方向への引き延ばし等の操作で2つの写真を貼り合わせる等は不正行為となりうる。）
8. EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(チェック),□)論文中の図について、明るさ／コントラスト／ガンマ値／画像サイズのいずれかの調整を行った。
該当する場合、調整を行ったそれぞれの図について以下の項目もチェックすること。
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(チェック),□)明るさ／コントラスト／画像サイズの調整は図の全体に対して一回のみ同じ操作を行った。
（図の一部のみの改編は不正行為となりうる。また、jpegの解像度を低↔高解像度で変更を繰り返すと画像圧縮による不自然な像が現れることがある。）
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(チェック),□)画像に元々あった何かが見えなくなるまで明るさ／コントラスト／ガンマ値を操作していない。
（バックグラウンドを含めて都合の悪いシグナルを消すことは不正行為となりうる。） 
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(チェック),□)ガンマ補正等を行った場合，その旨をFigure legend等に記載した。

以上の記述に相違ありません。
（自署）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　　月　　　日
　　　筆頭著者/共同著者
（自署）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　　月　　　日
　　　責任著者
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